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2006 年 12 月 3 日 聖日礼拝 平石太朗牧師 

 

「王妃エステルと隠れておられる神」 

エステル記２：１６‐１７ 

 

「2:16 エステルがアハシュエロス王の王宮に召されたのは、王の治世の第七年の第十の月、

すなわちテベテの月であった。 

2:17 王はほかのどの女たちよりもエステルを愛した。このため、彼女はどの娘たちよりも

王の好意と恵みを受けた。こうして、王はついに王冠を彼女の頭に置き、ワシュティの代

わりに彼女を王妃とした。」 

 

みなさん、デイボーションブック「幸いな人」を使って毎日のディボーションをしておら

れますでしょうか。毎日決められている聖書箇所を読んで、祈っていますでしょうか。 

（「幸いな人」を使っていない人も、会堂の後ろに、その週に読む聖書箇所が書いてあるカ

レンダーが張ってありますので、是非それをご覧になってください。 

そして、毎日聖書を読み、祈ることを大切にしてください。またそのカレンダーをほしい

人はコピーしたものを４階の玄関の脇に置いてありますので、自由に持っていって使って

ください。）私は日曜日の礼拝のメッセージは基本的に、前の週の「幸いな人」のデイボー

ション箇所・聖書箇所の中からメッセージします。 

そういうわけで、今日は、先週のデイボーション箇所の中にあるこのエステル記２：１６

‐１７、この箇所からメッセージをします。 

 

序： 

先週のディボーション箇所はエステル記1:1－4:8でした。 

それで今日は今お読みしました2:16－17を中心として、1章から4章8節までの中にある重要

な箇所もいくつか見ていきます。 

 

それではこのエステル記のエステルという女性について簡単にいくつかのことをお話しま

す。 

ひとりの尐女・エステル（14歳から18歳くらいの年齢だったようです）、シンデレラのよう

にいろいろな出来事にあい、なんと大ペルシャ帝国の王妃となります。 

しかし、そのことが彼女を、人間的な意味で幸福にしたとは考えられません。 

勿論、物質的にぜいたくな生活はできたでしょう。しかし、夫となる男性と自分が恋愛を

し、お互いを人格として認め合い、尊重し合い、神の御前で聖い愛を持って結ばれる結婚

というそういう幸せを経験することはできませんでした。（夫のそういう愛情など無きに

等しい状況でした）。そして、子供を産み育てる喜びも味わうことがありませんでした。 

しかし、彼女はそういう一般的な意味での女性の幸せには恵まれませんでしたが、より高

い意味での幸せを得たのです。 

彼女はまことの神の不思議な摂理（神の、人の知らないご計画・神の導き）の中で、彼女

は同胞である大勢のユダヤ人を滅びから救ったのです。 

エステルはそのようにして、神から与えられた偉大な使命を果たすことにより、祝福され

た女性として生きました。 

 

それでは、このエステル記の時代背景を簡単に申し上げます。 

紀元前586年にイスラエルの南ユダ王国がバビロニア帝国（ネブカデネザル王）によって滅
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ぼされ、首都エルサレムは廃墟となってしまいます。 

そして多くのユダヤ人は、バビロンに強制的に連れて行かれてしまいました。バビロンに

強制移住させられました。 

しかし、それから約50年後の紀元前536年に、ペルシャ帝国（クロス王）がバビロニア帝国

を征服します（539、538説もある）。 

そしてバビロンに捕らわれ身となっていたユダヤ人たちは解放され、イスラエル（エルサ

レム）に帰ってもよいという許可が下ります。 

それでその時にイスラエルに帰還したユダヤ人たちはエルサレムにまことの神の神殿を再

び建てあげました（紀元前536-516・第二神殿〔ゼルバベル神殿〕）。 

 

しかし、この間にエルサレムに帰らずにペルシャ帝国の中に住み続けていたユダヤ人たち

も多くいました。 

というのは、かつてユダヤ人はバビロニア帝国によってバビロンに強制移住させられたわ

けですが、捕らわれの身だったとはいえ実際はかなりの自由も認められていました。 

それでバビロニア帝国の中で50年間（半世紀）も住んでいるうちに、商売などをして、そ

こに生活の基盤ができたユダヤ人たちが多くいたのです。 

ですから、ペルシャ帝国がバビロニア帝国を征服して、ユダヤ人はイスラエルに戻っても

よいという許可が出たとはいえ、すぐに簡単には戻れないユダヤ人、あるいは戻りたくな

いユダヤ人もいました。 

母国イスラエルは、今やもう廃墟のようになっていて、山賊が出るような場所になってい

ましたし、ですから母国イスラエル、エルサレムに帰るよりも、異国とはいえそれまで50

年間も住んできた今の土地で暮らすほうが安心だしそのほうがよいと思う人々もいました。 

当時、ペルシャ帝国はとても繁栄していましたし、エチオピアからインドのほうまで勢力

を伸ばしていて将来性があり、それで自分たちの国に帰らないユダヤ人もいたわけです。 

 

みなさん、私たちがこの時のユダヤ人だったらどうしたでしょうか。 

外国とはいえ50年間もその地域に住んできて、かなりの自由も認められていて、商売もで

き、生活の基盤もそこにできていたら、急に解放されて母国に帰ってよいと言われても、

それは嬉しいことですが、荒れた廃墟のようになっている母国にすぐに戻ることができる

でしょうか。 

この時、母国イスラエルに帰らないユダヤ人は多くいました。 

しかし彼らはイスラエルに帰っていったユダヤ人のために経済的な援助をしました。 

 

そういうわけで、イスラエルでは、帰ってきた尐数のユダヤ人たちによって国が尐しづつ

復興していき（第一帰還・紀元前536年（538年説もある）。指導者ゼルバベルとヨシュア。

預言者ハガイとゼカリヤが激励）やがて、紀元前516年にエルサレムに神殿が再建されます。 

しかし多くのユダヤ人はその時もペルシャ帝国内に残ったままでした。 

そしてこのエステル記に記録されている内容というのは、それから約30年後～40年後に（紀

元前483-473の間に）、ペルシャ帝国の中で起きた大事件です。それが、このエステル記に

記録されている内容です。 

そして、このエステル記の出来事の後、約20年経ってから多くのユダヤ人がイスラエルに

戻ってきて（第二帰還・紀元前458年、指導者エズラ）、エルサレムの町に今度は城壁が再

び建てあげられます（指導者ネヘミヤ）。 

そしてさらにそれから約400年後に、私たちの救い主メシヤである主イエス・キリストがイ

スラエルのベツレヘムという町でお生まれになるわけです。最初のクリスマスがやってく
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るわけです。 

 

さてこのエステル記の時代（紀元前483-473頃）に戻りますが、当時のペルシャの王様はア

ハシュエロス王という王でした。 

このエステル記は、そのアハシュエロス王の王妃となったエステルというひとりのユダヤ

人女性について書かれています。 

アハシュエロス王の相談役であるハマンという人物が、ユダヤ人の財産（管理の権利）を

得るためにユダヤ人虐殺を計画しますが、主なる神さまが王妃エステルを用いてユダヤ人

の滅びを防ぎました。 

そしてその悪い相談役ハマンは処刑され、ユダヤ人に再び平和が訪れます。 

この記念すべきユダヤ人救出の出来事は、現代でもイスラエルでプリムの祭りとして祝わ

れ、こんにちまで続いています。 

 

１：アハシュエロス王の愚行 

それでは1章に入りますが、1:3-4をご覧ください。 

ペルシャの王アハシュエロスはペルシャ帝国の首長と家臣たち貴族たちを自分の城、ペル

シャ（今のイラン）の首都であるシュシャンにある城に招いて大宴会を開いていました。 

それは180日間に及ぶ大宴会でした。 

これは、ギリシャとの戦いに備えて、ペルシャ帝国の有力者たちの士気を高めるためであ

ったと言われています。 

さらにその後、7日間、身分の高い者から低い者に至るまですべての人のために宴会を行い、

みんな飲めや歌えやのどんちゃん騒ぎを楽しんでいました。 

10節から12節をご覧ください。最後の7日目になると、王は酒で心が陽気になり、かなり酒

がまわって調子に乗り、部下たちに、王妃ワシュティに王冠をかぶらせて連れてくるよう

に命じました。 

それはみんなに王妃ワシュティを見せびらかすためでした。 

 

しかし王妃ワシュティは王様の命令を拒絶します。従いません。 

王妃がこのように大事な時に王様の命令を拒絶することは当時は普通あり得ないことでし

た。 

ですから多くの聖書学者たちが、これはアハシュエロス王が酔っ払って悪ふざけをして、

王妃ワシュティに王冠だけかぶって下は素っ裸で出てくるように命じたからであると指摘

しています。 

妻である王妃ワシュティはそんな夫アハシュエロス王の愚かさにつくづく嫌気がさして、

もうガマンできないと反乱を起こしたということです。 

 

みなさん、エペソ5:18に「酒に酔ってはいけません。そこには放蕩があるからです。御霊

に満たされなさい。」とあります。 

酒に酔うと、御霊に満たされることはできなくなります。酒に酔うと放蕩に陥り、身を持

ち崩します。 

実際、酒に酔った勢いで、取り返しのつかない失敗をしてしまうケースというのがたくさ

んあります。 

また新約聖書、1コリント6:10には、酒に酔う者は神の国を相続することができないと書か

れています。 

ガラテヤ5:21には、酩酊（泥酔）、遊興（酒宴・どんちゃん騒ぎ）など、そんな生活を続



 4 

ける者は神の国を相続できないと書かれています。 

みなさん、私たちは酒に酔うのではなく、神の御霊を求め御霊に満たされて喜んで歩んで

行こうではありませんか。 

そうすれば、聖書のみことば、神が求めていられることを、ただ聞くだけではなくて、そ

れを私たちは聖霊なる神の力によって実行することができるようになっていくのです。 

今まで難しくて実行することが出来なかった聖書のみことばも聖霊なる神の助けによって

実践することができるようになっていくのです。 

パウロは、ピリピ4:13で「私は、私を強くしてくださる方（聖霊さま）によって、どんな

ことでもできるのです。」と告白しています。 

私たちも酒に酔うのではなく、聖霊さまに満たされて、パウロと同じ宣言をする者となろ

うではありませんか。 

そこには神からの大きな祝福が注がれます。みなさん、そういう人生を歩もうではありま

せんか。 

 

さて、アハシュエロス王に戻りますが、王妃ワシュティが自分の命令に従わなかったので

激しく怒りました。 

そこで王は、側近の知恵のある者たちにどうすべきか、相談しました。 

すると側近のひとりメムカンという者が、「王妃ワシュティの行動はペルシャ帝国中の

人々に悪い影響を与えるでしょう。なぜなら、アハシュエロス王の命令に王妃ワシュティ

が従わなかったことで、国中の女たちが自分の夫を軽く扱うようになるに違いないからで

す。」と答えます。 

それでアハシュエロスは側近の考えた案を受け入れて、王妃ワシュティは二度とアハシュ

エロス王の前に出てはならないという法律を作りそれを変更できないようにしました。 

そして王妃ワシュティから王妃の位を取り上げて、他の女性に王妃の位を授けることにし

たのです。 

そのようにして王と側近たちはワシュティを全国民に対するみせしめとすることによって、

王の体裁を保つことができると思い込みました。 

またそれによって、国中の女が自分の夫を尊敬するようになると思いました。 

 

しかし、それは浅知恵です。 

酒宴の飲めや歌えやのどんちゃん騒ぎをしている席で王が酔っ払って調子に乗って、それ

で起きた出来事だということを多くの人々が知っていましたから、ワシュティに同情する

人々も多くいたでしょう。 

王はばつが悪くてもそのままにしてこのことには触れずにいれば、月日が経つにつれて忘

れられていくものを･･･、怒って自分で法律まで作り上げてしまって変更できないようにし

てしまったわけですから、人々は「ああ王さまは愚かなことをしたものだ」と言って王の

愚かさが人々の間にどこまでも広がっていってしまうことになるでしょう。 

王や王の側近たちは、国民から逆に軽蔑されてしまいます。 

 

それに、このような強制や恐怖政治による支配によっては本当の尊敬や愛の関係は生まれ

ません。 

人々はただ表面的に従うかもしれませんが、心から喜んで従うことはできません。 

そして、愚かなことをした王や側近たちはやがて国民から軽く見られ軽蔑され、王や王の

側近に仕えている役人たちは困り果ててしまうことになります。 

実際、このアハシュエロス王は、このエステル記の出来事の後、即位してから20年後に自
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分の宦官（国の役人）によってあっけなく暗殺されてしまいます。 

 

しかし、それにしても王の側近たちは知恵ある者と呼ばれているのに、こんな案を出して

王に実行させてしまうとは･･･ 

本来、知恵ある者ならば、王が怒りを納めるように取り計らうべきだったでしょう。 

箴言16:32に、「怒りをおそくする者は勇士にまさり、自分の心を治める者は町を攻め取る

者にまさる。」とあります。 

 

王は知恵ある者に相談したのは良かったのですが、どんなに知恵ある者に相談しても、人

間の知恵には限りがあります。まちがいがあります。 

しかし、神は完全完璧です。 

ですからみなさん、私たちは一番頼れる相談者である神さまにまず、相談しましょう。 

ヤコブ1:5に「あなたがたの中に知恵の欠けた人がいるなら、その人は、だれにでも惜しげ

なく、とがめることなくお与えになる神に願いなさい。そうすればきっと与えられます。」

とあります。 

コロサイ2:3には「キリストのうちに、知恵と知識との宝がすべて隠されているのです。」

とあります。 

また、ヤコブ3:14-17には「もしあなたがたの心の中に、苦いねたみと敵対心があるならば、

誇ってはいけません。真理に逆らって偽ることになります。 

そのような知恵は、上から来たものではなく、地に属し、肉に属し、悪霊に属するもので

す。 

ねたみや敵対心のあるところには、秩序の乱れや、あらゆる邪悪な行ないがあるからです。 

しかし、上からの知恵は、第一に純真であり、次に平和、寛容、温順であり、また、あわ

れみと良い実とに満ち、えこひいきがなく、見せかけのないものです。」とあります。 

 

２：ペルシャ帝国の王妃となったユダヤ人エステル 

2:1にいきます。アハシュエロスは王だったので、彼の愚かな行動に政治がからんできて、

とことんまでエスカレートし、ワシュティは王妃の位を失います。 

アハシュエロス王は憤りがおさまると、自分の自慢だった美貌の妻ワシュティを失い、彼

女のことを思い出しても、もう二度と取り戻せないことを悟りました。 

事が落ち着いてみると「ばかなことをした」と後悔したことでしょう。 

そしてここからヒロイン（主役）エステルの登場となります。と言っても、このエステル

記の真の主役は、主なる神さまです。 

しかし、主役である主なる神さまは、このエステル記の中に一度も姿をあらわさない蔭の

主役なのです。 

 

面白いことに原文のヘブライ語聖書を読むと、このエステル記の中には4回、1:20、5:4、

5:13、7:7にヘブライ語でＹＨＷＨヤハウェ・日本語で「主なる神」を表わす言葉が、単語

の頭文字をつなげるとあぶりだしのように出てきます。 

勿論、これは原文であるヘブライ語聖書でしかわからないことですが、興味のある方はそ

のことを説明している本を紹介しますのであとで私に尋ねてください。 

みなさん、主はエステル記の中に姿をあらわしておられないけれども、主が背後ですべて

のことを支配し、すべてのことを主のご計画の実現のために導いておられるのがはっきり

とわかります。ですから、主こそ蔭の主役であり、主こそ真の主役であるということです。 

みなさん、歴史は英語でHistoryです。それはHisとstoryという二つの言葉がつながってで
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きた言葉だと言われています。 

Hisは神であり（hを大文字にすると英語では神をあらわす）、Storyは物語です。したがっ

てヒストリーとは「神の物語」、あるいは「神がつづられる物語」という意味です。 

歴史は背後で神が支配し、神が導いておられるのです。 

 

エステルですが、エステルはアハシュエロス王がワシュティから王妃の位を取り上げたこ

とから始まり、エステルは大変なところを、とても辛く苦しいところも通されますが、や

がて主から大きな祝福を受け取ることになるのです。 

みなさん、ローマ8:28に「神を愛する人々、すなわち、神のご計画に従って召された人々

のためには、神がすべてのことを働かせて益としてくださることを、私たちは知っていま

す。」とあります。 

主なる神さまを信じ愛しどこまでも主に従う者には、どんなマイナスも、プラスになるの

だということです。 

自分の失敗や過ちだけでなく、他の人が自分にした悪いことも（創50:20）、またサタンか

らひどいことをされたとしても（ヨブ記）、どんなマイナスもプラスになるということで

す。これはまさに救いです。 

私たち人間が偶然であるとか、不条理であるとか、すじが通らないと言っているすべての

出来事の背後に、万事を益とする神の摂理（人の知らない神の計画）があるのです。 

 

次に2:2節と3節をご覧ください。 

アハシュエロス王は、王妃のいない寂しさを埋めるように、新しい王妃を捜すことにしま

した。 

当時未婚の女性で結婚するにふさわしい年齢は14歳から18歳という時代でしたから、その

年齢の容姿の美しい女性（美尐女）を、役人たちが国中から捜し出し、王の城に連れてき

ました。 

その中には、王妃になれるかもしれないということで喜んだ女性もいたでしょうし、強制

的に嫌々連れて来られた女性も勿論いたでしょう。 

ところで、モルデカイというユダヤ人の男性が王の城で働いていましたが･･･。 

2:7をご覧ください。エステルには、両親が死んでいなかったので、モルデカイがエステル

を引き取って自分の娘として育てていたのです。（モルデカイにとってエステルはおじの

娘でした） 

ハダサとはユダヤ名でヘブライ語でミルトスという「花」を意味します。ハダサのペルシ

ャ名はエステルでした。エステルとはペルシャ語で「星」を意味します。 

 

このハダサ、すなわちエステルですが、美しかったので、役人の目に止まり、エステルも

王宮に連れて行かれることになりました。 

エステルはユダヤ人ですから、小さい頃から神のみことばによる教育（モーセ五書などに

よる教育）をしっかりと受けていました。 

そしてユダヤ人は異邦人などと結婚することなどしませんでした。 

ですから、エステルが異邦人であるペルシャの王様アハシュエロスの王妃の候補に強制的

にさせられることはエステルにとって屈辱的なことでした。 

異邦人の王のハーレムみたいなところに連れて行かれることはエステルにとってひどい屈

辱です。 

エステルにとってこの出来事、ペルシャの王妃への階段は決してスターへの登竜門ではあ

りませんでした。 
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むしろ13階段のように、処刑への道と似た様なものだと感じていたでしょう。 

ユダヤ人の女性としては決して望ましい道ではないし、育ての親モルデカイもそのことを

十分に理解していました。 

 

みなさん、私たちがこのような抗うことのできない状態に置かれたとしたら、私たちはど

のように行動するでしょうか。 

2:8の「エステルも王宮に連れて行かれて」という淡々とした聖書の記事は、むしろその（状

況を）背後にあるものを私たちに深く考えさせます。 

エステルは非常に辛い思いをしながら強制的に連れて行かれたはずです。 

もしかしたら、エステルは年頃の女の子ですから彼女が好意を寄せていた同胞のユダヤ人

の男の子がいたかもしれません。それは自然なことであり、そういうことだって当然、十

分に考えられます。 

王宮に連れてこられたまわりの異邦人の女性たちは王妃になれるかもしれないと喜んで浮

かれていた人が多かったでしょうが、ユダヤ人であるエステルはひとり違いました。 

それが女たちの監督官であるヘガイからエステルが良い扱いを、好意的な扱いを受けるよ

うになったことの原因のひとつになっていたに違いありません。 

10節と11節には、エステルがモルデカイに言われたとおり、自分がユダヤ人であることを

決して明かさなかったことが記されています。また、モルデカイはエステルのことをとて

も心配して歩き回っていたことが書かれています。 

 

12節をご覧ください。王宮に集められた女性たちは、一年間も今で言えば最高のエステに

行かされ･･･、そしてその後、14節ですが、順番に王様の寝室に入っていき、一夜を王と過

ごしたわけです。 

そして15節、ついにエステルがアハシュエロス王のところに入っていく順番がきました。 

エステルは監督官ヘガイから与えられた飾り物以外何も求めずに、他の女性たちのように

多くの飾り物で着飾ることなく、王様の寝室に入って行きました。 

16節に「エステルがアハシュエロス王の王宮に召されたのは、王の治世の第七年の第十の

月、すなわちテベテの月であった。」とあります。それは紀元前478年のことであり、テベ

テの月とは今の12月中旬から1月中旬のことですから、今頃の時期です。 

 

そして、17節をご覧ください。「王はほかのどの女たちよりもエステルを愛した。このた

め、彼女はどの娘たちよりも王の好意と恵みを受けた。こうして、王はついに王冠を彼女

の頭に置き、ワシュティの代わりに彼女を王妃とした。」とあります。 

アハシュエロス王にとって、単なる性の道具としてきれいな美しい娘を得ることはいくら

でもできました。 

心のない道具のような女性の体を得ることは、当時の世界の覇者ペルシャ帝国の王なので

すからいくらでも欲するままにできました。 

しかしアハシュエロス王は、エステルと過ごして、エステルの心を得たいという願いを持

つようになったのです。 

エステルが王妃になったのは、単に彼女が美しいからではありませんでした。彼女は慎み

深く、主にある内面の聖さを持っていたからです。そういう内面の魅力があったからです。 

それで王の心は動かされたのです。 

そして、エステルはついにペルシャ帝国の王妃となりました。 

みなさん、私たちは外側だけを飾る人間であってはなりません。主によって内面をきよめ

られるなら、自然と人からも好意を受ける者へと変えられるのです。 
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次に20節をご覧ください。エステルは王妃になっても自分を育ててくれた育ての親モルデ

カイのいいつけを守って、自分が（バビロニアやペルシャに支配されてきた）ユダヤ人で

あることを明かしませんでした。 

ところでその頃、エステルの育ての親モルデカイは、王宮の護衛官のような仕事をしてい

たようで、シュシャンの城の王の門のところにいました。 

2:21ですが、すると、その門の入口を守っていたふたりの役人（宦官ビグタンとテレシュ）

がアハシュエロス王を暗殺しようとしていることに気付きました。 

モルデカイはそのことをエステルに知らせ、エステルはそれをモルデカイから教えてもら

ったことですがと言ってアハシュエロス王に伝えました。 

それで、その暗殺計画が追及されて、その事実が明らかになり、王を暗殺しようとしてい

たふたりの役人は処刑されました。 

 

しかし、この時アハシュエロス王はモルデカイに何もほうびをあげませんでした（6:3）。 

みなさん、私たちがモルデカイのように素晴しい働きをしたのに何もほうびをもらえなか

ったらどのように感じるでしょうか。 

ガクッ、と落ち込んでしまうかもしれません。 

しかし、ここでほうびをもらわなかったことが後で、考えられないほどの大きな祝福とな

るのです。 

主なる神さまがこのこともすべて支配して、導いておられたのです。 

ですから、みなさん、私たちは日常生活の中で起きる様々な出来事ですぐに一喜一憂して

はなりません。主に信頼して、主を恐れて歩みましょう。 

 

３：ハマンとその背後にいるサタンの策略 

3章に入ります。この出来事の後、アハシュエロス王はハマンという人物を重んじ、総理大

臣に抜擢しました。 

そして3:2をご覧ください。王は人々にハマンに対してひざをかがめてひれ伏せと命じたの

です。それで人々はハマンに対してひざをかがめてひれ伏しました。 

しかしユダヤ人モルデカイは、ひざもかがめず、ひれ伏そうともしませんでした。 

 

神の民ユダヤ人は、主なる神だけを礼拝します。人間を礼拝し、あがめるような行動は決

してしません。 

モルデカイにとって、ハマンに対してひざをかがめ、ひれ伏すというのは人間を礼拝しあ

がめるような行動になるのでそんなことは決してしませんでした。 

ペルシャの王の命令に背くことは大変なことでしたが、モルデカイは王の王である主なる

神さまに従ったのです。 

箴言29:25に「人を恐れるとわなにかかる。しかし主に信頼する者は守られる。」とありま

す。 

モルデカイはアハシュエロス王も総理大臣ハマンも恐れず、主なる神を恐れたのです。 

 

みなさん、私たちも主なる神の民であり、主なる神だけをあがめ、礼拝する者です。 

まことの主なる神であるイエス様（1ヨハネ5:20）･･･私たちの罪の身代わりとなって十字

架についてくださり、3日目に復活された神の御子、まことの神ご自身である救い主・主イ

エス様だけを、礼拝する者です。 

私たちはこの父、子、聖霊の三位一体である神、この唯一の主なる神だけを礼拝し崇める
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者です。 

ですからみなさん、もし私たちがモルデカイのように人間を礼拝することを求められるこ

とがあったならば、私たちは人間を礼拝することを拒絶しなければなりません。 

勿論ある人間を尊敬することは大切ですし、尊敬できる人がいることは素晴しいことです。

しかし、人をあがめ、礼拝してはなりません。人をあがめ礼拝することは、神に忌み嫌わ

れる偶像崇拝の罪になります。 

 

さて、モルデカイは自分が唯一のまことの神をのみをあがめるユダヤ人であることをまわ

りの人々に打ち明けていました。 

総理大臣ハマンはモルデカイの態度を見て激怒しました。 

ところがハマンはモルデカイひとりだけを殺すのではなく、モルデカイの同胞である国中

のユダヤ人をすべて根絶やしにし、虐殺しようと計画しました。 

というのは、ハマンはアガグ人でありアガグ人はアマレク人のことであり、アマレク人は

出エジプト記の頃から（1000年位前から）、ずっとイスラエルを攻撃し迫害してきた民族

です。しかし、イスラエルは生き延び続けてきたのです。 

ですから、アマレク人の子孫であるハマンにとってイスラエル（ユダヤ民族）は潰さなけ

ればならない、絶対に負けてはいけない宿敵でした。 

そういうわけでハマンはモルデカイひとりだけではなく、ユダヤ人たちすべてを根絶やし

にする計画を立てたのです。 

 

みなさん、歴史をたどるとユダヤ人は何度も民族として迫害にあってきましたが、ユダヤ

人迫害の背後にはサタンがいます。 

黙示録や旧約聖書の預言書を読むと、イスラエルは民族として神の選びを受けており、や

がてユダヤ人の大多数が主の前に悔い改めて回心し、神の御子イエス様をまことの神・救

い主として受け入れる時が来ます。 

そして、ユダヤ人は主イエスキリストの再臨と神の国が実現するにあたって、とても大き

な働きをします。そのため、サタンはユダヤ人の全滅をいつも狙っているのです。 

ユダヤ人が絶滅すれば、主なる神はご計画を進められないことになるからです。 

主イエスさまが再臨されたら、サタンとその手下の悪霊は終わりなので、そして神の国が

実現するので、サタンはそれを阻止するためにユダヤ民族を根絶やしにしようとしていま

す。 

それでサタンは多くの人々がユダヤ人を憎むように働きかけます。 

たとえば第二次世界大戦の時には、ナチスのヒトラーがユダヤ人を根絶やしにしようとな

んと６００万人ものユダヤ人を虐殺しました。そのうちの１５０万人は子供です（中川健

一著：エルサレムの平和のために祈れｐ65）。 

６００万人とは、北海道の総人口であり、千葉県の人口も約600万人、そういう数です。東

京都の人口の半分が600万人です。（うちの教会のメンバーの出身県の総人口を調べてきま

したが、青森県が約１４０万人、愛知県が７２０万人、島根県が７４万人、この市川市が

約４５万人、隣の浦安市が１６万人です。６００万人という数字がどれほど多くの数かわ

かります。） 

そんなに多くの数のユダヤ人が虐殺されるなんて考えられないことですが、ナチスによっ

て実際にそれは起きたのです。つい６０数年前のことです。 

その背後には神に逆らうサタンがいたのです。それは神に逆らうサタンの働きです。 

エステル記のこの総理大臣ハマンという人物もその背後にサタンがいるのです。 
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3:8-11を見ると、アハシュエロス王はハマンの訴えを聞いて、よく調べもせずに軽率に判

断して、ユダヤ人殺戮の許可を与えてしまいました。 

しかし、まことの神さまはこのような最悪の時にこそ、その圧倒的な御力をあらわされる

のです。 

3:13節を読むと、アダルの月の13日にユダヤ人を老人から子供まで、女性も、すべて殺害

し、根絶やしにして、滅ぼせという命令が全国に出されたとあります。 

そしてユダヤ人の家財を奪うようにということも命じられました。それはハマンたちにと

って大きな収入となるからです。 

ところでアダルの月とは今の２月の中旬から３月の中旬のことです。その日が来るまでは

まだあと約1年くらいありました。 

大変なことになりましたが、虐殺の予定日まで約1年間の時間ができたのです。（第一の月

ニサンの月＜今の3－4月＞に命令が出たため。）これは神の働きかけでした。 

ハマンのほうは、「ユダヤ人が夜逃げをしても、このペルシャの広大な領土だ。手はいく

らでも打てる、ペルシャの軍隊を使えば逃げ切れるものではない。ユダヤ人は月日をたっ

ぷりかけて恐怖と苦悩を味わうことになる」と考えていたでしょう。 

 

ユダヤ人殺戮の命令が出ると、首都シュシャンは混乱に陥りました。シュシャンに住むユ

ダヤ人は尐なくなかったからです。 

4:1ですが、ユダヤ人モルデカイはその時、荒布を着て、灰をかぶりました。これは主なる

神にせつに祈ることを意味しています。 

やがてユダヤ人殺戮の命令はペルシャの各地に伝わっていき、ペルシャ全国のユダヤ人の

間ですさまじい嘆きが起こりました。 

しかしそういう状況の中で多くのユダヤ人たちは断食して、荒布を着て灰の上に座り、心

をひとつにして、主なる神に祈りました。 

みなさん、私たちも困難が来た時こそ、あきらめずに熱心に祈りましょう。 

 

結び：大逆転勝利に向って 

やがてユダヤ人虐殺計画は王妃エステルにも伝わります。 

そしてエステルは召使のハタクを使ってモルデカイと連絡を取ります。モルデカイはなぜ

このようなことになったかをすべてエステルに伝えました。 

そしてモルデカイは、エステルがアハシュエロス王のところに行って、ユダヤ人のために

助命嘆願をするように、命乞いをするようにと頼みました。 

みなさん、この時、まだエステルは自分がユダヤ人だということを王宮の人々に明かして

いませんでした。 

しかしついにエステルが主なる神さまによって、ものすごい方法で大きく用いられる時が

来たのです。大逆転勝利が起こるのです。 

野球で言えば、こちらが負けていて９階の裏ツーアウト・ツーストライク・スリーボール、

相手投手は最近とても調子の良いリリーフ・ピッチャー。 

ここからどんでん返しの大逆転が起こるのです！ 

 

この続きは、来週になりますが･･･ 

絶体絶命のピンチですが、1コリント10:13には、「あなたがたのあった試練はみな人の知

らないようなものではありません。神は真実な方ですから、あなたがたを耐えることので

きないような試練に会わせるようなことはなさいません。むしろ、耐えることのできるよ

うに、試練とともに、脱出の道も備えてくださいます。」とあります。 
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みなさん、今この中にいろいろな問題、試練に直面している方がいるかもしれません。 

失望してしまうような状況の中にいるかもしれません。 

しかし、私たちは主に信頼して、主が脱出の道を用意しておられることを信じ、祈りつつ

今週も歩んでいきましょう。 

 

エレミヤ29:11で主はこうお語りになっておられます。 

「 わたしはあなたがたのために立てている計画をよく知っているからだ。――主の御告げ。

――それはわざわいではなくて、平安を与える計画であり、あなたがたに将来と希望を与

えるためのものだ。」 

 

それでは、しばらく一緒に御霊に導かれるままにそれぞれ自由にお祈りしましょう。 

 

（祈り） 

 


